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1. 初めてのアメリ力

9月に(独)新エネルギー・ 産業技術総合開発機構

(NEDO)事業の一環で、ICHS会議[1]に参加させて頂

いた。海外出張は、過去にアジア ・東南アジアは経験し

ていたが、アメリカは初めてである。話はサンフランシ

スコ到着から空港に降り立ったところから始めることに

する(図1)。

図1. San Francisoo airr泊此

私のこれまでの海外出張は、交通の便が発達していな

い空港が大半で、あった。そのため、大概現地のスタップ

が迎えに来てくれたが、今回はシャトルパスで

Fisherman's羽1harlのホテルにたどり着かなければなら

ない。慣れればどうと言うこともないのであろうが、初

めての国の場合は勝手が分からない。

乗り場は直ぐに分かったが、なかなか目当てのシャ ト

ルが見つからず、ド、ライバーにいちいち確認することに

なり少し手間取った。4"'5台目でようやく目的のシャ ト

ルを見つけて乗車できたものの、乗り合いであちらこち

らに立ち寄るため、ホテルまで、1s寺問30分ほどかかって

しまった。グルグノレ街中を回ってくれたおかげで、Union

Square等色々と見物できたので、良かったと思うことに

した。

ホテルに到着したのが午後1時。 ‘自由研究'の時間

は日曜日のその日しかなかったため、チェックインした

ら早速外出することにした。まず初めに向かったのは、

同僚から「絶対行くように !Jと言われていたPIER39

である。チョコレー ト、 アクセサリ一、Tシャツ、ぬい

ぐるみ、マグカップ、ポーチ等々。 ‘家族からの宿題'

の大半をここで済ませることができた。その宿題をホテ

ルに置いた後、日sherman'swharfから望むAl伺回z

Island (図2.)と、 GoldenGate Bridge (図3.)を見物す

るため、散策に出かけた。

図2. Alcatraz Island 

図3. Golden Gate Bridge 

図4. Cablecar 

最後に、サンフランシスコ

名物のケーブルカーに乗っ

た(図4)。路線がいくつか

あるが、 Powell-Hyde Lineの
Powell stationのチケット売

り場でチケットを購入する

と、 1$コインでお釣りをく
れた。

これで私の‘自由研究'の

時間は終了である。
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2. 1 C H S 

今回出席したICHS会議は4回目を数え、h飴:rnational

As鎖riationあIrHyl也可en臼fety(IA-HySafe)包]の主催で

開催された。会場はHyattat Fisherman's wharf [3]で、期

間は9月12日'"'"'14日の3日間、参加者は1お名で、あった(図

5)。

図5 集合写真

本会議は他の水素会議と異なり、水素の基礎技術の利

用拡大に係わる安全問題や処置に焦点を当てて研究成果

を募集し、国際的に共有することで、水素に対する理解の

深耕と発展を図ることを目的としている。全111のプレ

ゼンテーションは、 「物理的な影響J r安全に係わるリ

スクアセスメントJ r規制 ・規則 ・基準J r緩和J r抑

制J r急速充てんJ r点火J r燃焼J r材料と容器」の

カテゴリに分類され、 3部屋に分かれて順次発表された。

聴講者は興味のある発表を自由に聴講する事ができるシ

ステムである。私は安全管理やドイツにおける水素の社

会受容性等に興味があったので、関連するプレゼンテー

ションをし、くつか聴茸した。以下にその一部を紹介する。

① rHYDROGEN SAFEIYTRA悶悶G伽

RESEARCHERS and叩 CI到ICALPERSONN乱 rJ[4] 

本プレゼンテーションは、 E-Le紅凶ngを用いた水素に

係わる安全教育ツールに関するもので、あった。私も

HySUTで水素ステーション向けの保安教育資料を作成

しており関心があった。

このプロジェク トは、米国のエネルギー省 (OOE)の

「水素は特有の トレーニングが必要で、ある」との認識に

より開始されたものである。現在で、は水素安全(HySafe)

のため、国際的なネットワークを構築しており、欧州|委

員会も積極的に参加している。

現在は研究所調査者向けの教育カリキュラムと、技術

見聞録

的オペレーターを対象とした教育カリキュラムの開発に

取り組んでいるとのことで、初歩的な知識を習得する事

のできる安全カ リキュラムは、インターネッ ト[5]に無償

で公開している。

フ。レゼ、ンテーションでは実際の設聞が事例紹介と して

公表された。解答 ・解説も披露していたが、絵や図表が

多く用いられ、学習しやすいように工夫されていた。カ

リキュラムメニューの例を表1に示す。 日本においても

E-Le紅叩ngを取り入れる企業は増加しており、将来的に

有効な教育ツールの一つになると思われるので、今後の

コンテンツの充実を期待したい。

表 1S仕切加reof仕1eweb-based回fetyclぉs.

Modules I E伽 natedTime
1.In坐xluction一一一一一一一一一一一一L_____lQ切開恒 一
Course description， na'吋gation，坑udyguides

却泊りg~_!!..R!'Q~~~一一一ー一一一一上--2M射性一
Bu~戸ncy，dispersion，取出∞，flame and leak 
detection， ven曲目。'n，ignition so叩切らpro蹴 tive

盟旦盟

一一切 轡民地守 一__j一一-mmpm一一一一
pressurized sys飴ms，勾庖tem∞mponerrお，坑ored
enぽgy∞n旦derationsand伺]αliations，basic 
品SlgIl出制担，ma加担lpro戸出es，pressure 

m白砂，safetyfac句Irs，伊scylinder use and 

説。m

__1~_Q:y~聖里民坦舎町 ーー一一一_J一一一一辺 mmu恒一一一
αyogerricfl山dpro:t:陪:rties，出ermalhaz紅也，
press山'ehaz紅us，exp担問oncha此s，

h戸ciation，liquid泊r，回i均rm伺細部

一日旦甥明:竪忠良型一一一一一一一一l一一一旦 nrinutes一一一
H同rogen附飴d白伊s，a1arms，eme昭encycrews，
emer宮encyins位uctions

ーー的恒例Lsta脚色一一一一一j_一一一型-mm-ー-
Importanω，0略出血ationsdeveloping codes 
relevant加hyr也'Ogen，applicab温ty，local and 
e此ernalre回世田S

② rLETS GO GREEN WITH HYDRα1EN! 

古田GENERAL PUBI1C'S PERSPECTIVE[6]J 

本フ。レゼ、ンテーションはドイツの連邦政府の国家革新

プログラムを伴う社会科学研究フ。ロジェク ト(H河iust)

に関するものである。 ドイツでは国や自動車関連の民間

企業が低炭素社会のために燃料電池自動車の普及が必要

不可欠であるとの認識を示している。2020年までに

回 1白 (水素燃料電池技術)を確立し、環境にやさしし、

車(ハイブリッ ド・ 電機 ・燃料電池車)の1∞万台の普

及を計画しているとのことで、あった。
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そのような環境下で、当研究者は2010年に一般市民

(n: 1，011人)やユーザーグループ (n:ω人)を対象に、

律顧インタビューや電話アンケートを行ったOその結果、

水素は環境に優しし1イメージがあるものの、その生産源

まで、考慮した上で、次世代エネルギーとして選択すべきで

あるとの意識が5齢、ことが明らかになったO また、水素

に対する正しい知識を持ち、危険性を認識した上で適切

に扱う必要があることも重要であると結論付けている。

なお、以下に示す調査結果は福島第一原子力発葺庁の

災害発生前のデータであり、改めて社会的受容性につい

て検言寸ずる必要があると思われる。

<調査結果概要>

水素を動力源とする車について(%)n:1，011 
知らない 14.0 

見聞きしたことがある 70.6 

知っている・手り用したことがある 15.4 

燃料電池車のように水素を動力源とする車につい

補足
て、見聞き以上の認知があると回答したのは、男

女別に男性 (73%)女性 (6併も)で、あった。

また、燃料電池パスへの乗車率は男性 (20010)女

性 (11%)で、あったO

色も形も同じなら将来購入する車は? (%) n:1，011 
水素を燃来十とする自動車

ガソリン自動車

分からない

水素の製造方法について適切なのは? (%) n:1，011 
環境にやさしい方法にすべきである(高価) I 66.4 
過渡期的にαU改質に頼るべきである(安価) I 26.8 
分からない I 6.8 
水素の製造源については、 27%が過渡期的にCNG

_L..bo. I から作るのはやむを得ないと回答した。しかし、

足167%は環境に優しい方法で作るべきとの回答であ
った。特に女性は環境に対する意識が高く、 71%
が環境への配慮を重視している。

水素と聞いて何を思うか? (重複あり)n:ω 

将来の燃料源 (12)

ポジティブ回答 環境に優しい燃料 (11)

何か良い面がある (5)
‘"‘・圃晶圃圃・圃圃晶圃圃圃晶圃圃・・a圃圃園田‘圃圃晶圃圃圃晶圃圃晶a圃圃晶圃圃圃a・・・・a圃園 田‘・・・・・圃圃圃圃圃晶圃圃圃晶圃圃・圃晶砕晶晶圃匹目‘

科学的な元素 (29)

水素の車/インフラ (20)

ニュートラル回答
燃料源 (13)

perox:ide blonde hair※(14) 
※脱色した金髪

その他 (8)
'・・・・6・ ・・・・・・・4・・・・・・・・・・4・・4・・・・・4・4・・6・・・・・・・・4酔町・・・・・・・・・・・・4・・・・・4・・・・4・・・・・・・・4・・・・・6・・ 6・・4・・6・・ b・6・ー・6・目・ 6・6・6・・6・

ネガティブ回答 爆発・危険(10)

見聞録

水素の自動車と聞いて何を思うか? (重殺あり)n:ω 

環境に優しく静か (52)

ポジティブ回答
未来の車 (20)

希望の技術 (10)

効率が良い(心
日目・・a・・・・日日日目............_..-・・・・・・・・目目目........._.__....・H・・

ニュートラル回答 その他 (7)

|ネガティブ回答
一一一一一・圃圃'・一一一一一一・圃圃圃圃圃圃圃圃圃aーーー園町圃圃'・・一一一一ーー・・4・...._._....町酔一一ー・町酔圃晶晶圃一一一一

価格的な問題 (27)

水素/水素の自動車の担うものは? (%) n:1，011 
Yes No N/A 

地球温I菱化対策に貢献する 85.4 8.2 6.4 
号 、一・ ‘咽 屯『 ・・・・ 一・・ ‘戸圃圃一、 ・・・目 -・・・・・・

クリーンで健康に害がない 81.7 9.4 8.9 

エネルギー問題を解決する 69.0 20.1 10.9 
ーー‘ー‘

圃晶圃圃圃晶圃圃

ドイツ製品のイメージ向上 55.2 21.7 23.1 

(%) n:1，011 

気にしない|判断できない

5.5 I 11.6 

3. おわりに

ICHSの2日目に「αisisatF叫rushimaD坦.-ichi:The

events and the∞nsequencesJ と題したFreedi配 USSlOnが
企画され、福島第一原子力発露庁の水素爆発について話

し合われた。水素エネルギー普及への影響を危倶する意

見が数多く挙げられたことから、日本だけでなく世界的

にも水素に対するイメージダウンが生じていることがよ

く伝わってきたO

今後は技術開発とともに、水素に関するイメージ戦略

の検討にも注力し、世界規模でフk素に対する正しし噛卒

の浸透に取り組む必要がある。
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